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1． 計画の目的 
 

本計画は石狩川水系茨戸川及びその流入河川である札幌北部地区（北区、東区、中央区の

一部）の河川を対象とし、現在の水環境が損なわれていることに鑑み、生物の生息環境の向

上、親水性の向上、水面景観の保全を目標として、水質及び水量の改善を図るための水環境

改善緊急行動計画を策定するものである。 

茨戸川は昭和８年に石狩川本川から切り離された延長約 20km、平均幅 200m の三日月湖で

ある。流域には札幌市及び石狩市の市街地を含んでおり、ボート・釣りに利用されるなど、

地域住民の憩いの場となっているほか、全域が漁業利用されている。 

茨戸川の流域では下水道整備の進捗等、流域の水環境改善施策の実施により水質は改善傾

向にあるものの、現在でもアオコの発生が危惧されるなど環境基準を達成できない状況とな

っている。 

札幌北部地区の河川では、水源を持たないため平常時の流量が小さく、水が停滞し、水環

境が損なわれている河川も多い。 

このような状況を踏まえ、対象河川の目標を定め、これを達成するための施策（河川事業、

下水道事業、流域対策等の事業）に係る計画を立案するものである。 
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2． 計画対象河川等の概要 

2.1 流域及び河川等の概要 

 茨戸川は札幌市北部及び石狩市に位置し、後背地には札幌市や石狩市の市街地を抱え、市

民の憩いの場として豊かな水環境を形成し、一方では貴重な水産資源を育む河跡湖となって

いる。 

 茨戸川は狭窄部の位置等で 3 湖盆に分けられ、当別捷水路により生じた最上流部の小三日

月湖が上部湖盆、生振捷水路により生じた大三日月湖の内、観音橋より上流側が中部湖盆、

下流側が下部湖盆と呼ばれている。それぞれの延長、容量、水面積は表 2.１に示す通りであ

る。 

 主な流入河川としては創成川、伏籠川、発寒川があり、これらの３河川は下部湖盆の上流

端付近で伏籠川に合流し茨戸川に流入している。茨戸川の流域諸元は下表に示す通りであり、

流域面積は流入河川までを含めるとおよそ 160k ㎡である。 

表 ２．１ 茨戸川各湖盆の諸元 

 上部湖盆 中部湖盆 下部湖盆 合計 

延長 2.9 km 5.8 km 11.5 km 20.2 km 

水面積 － － － 4.67 km2 

容量 約200万m3 約 380万 m3 約 1170 万 m3 約 1750 万 m3 

（容量はＨ=0.5m 時） 

表 ２．２ 流域諸元 

項 目 諸 元 摘 要 

流域面積 160.5km2 
茨戸川 伏籠川 創成川 発寒川 

53.0 ＋ 64.0 ＋ 19.0 ＋ 24.5 

流路延長（幹川のみ） 53.1km 
茨戸川 伏籠川 創成川 発寒川 

20.2 ＋ 10.5 ＋ 14.2 ＋ 8.2 

法指定

の現況 

指定区間外区間 

(流路延長)km 

茨戸川(20.2)，真勲別川(2.0)，石狩放水路(2.5)， 

伏籠川(2.3)，創成川(4.7)，篠路新川（モエレ沼を含む）(4.3)

雁来新川(3.2) 

指定区間 

(流路延長)km 

伏籠川(5.9)，発寒川(8.2)，安春川(4.8)，創成川(1.3)， 

茨戸耕北川(0.5)，旧伏籠川(3.3)，篠路拓北川(1.8)， 

旧琴似川(3.4)，篠路新川(3.9)，雁来川(3.2)， 

苗穂川(2.4)，旧琴似川放水路(1.1),モエレ中野川(1.1) 

丘珠藤木川(2.3) 

準用河川 

創成川、新琴似川、屯田川、東屯田川、伏籠川、丘珠 5 号川、

丘珠川、旧琴似川、学田川、赤坊川、篠路川、中沼中央川、 

福移堤内川、下福移川、拓北川、茨戸耕北川、航路川、 

丘珠 2 号川 

流域人口 約 55.6 万人 平成 12 年度末住民基本台帳より推計 

関係市町村名 
札幌市 100.9km2 

石狩市  59.6km2 
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図 ２．１  茨戸川流域及び河川等の概要図



- 4 - 

 

2.2 計画対象河川及び区間 

 本計画において対象とする河川は以下に示す河川の全区間とする。対象市町村は、札

幌市、石狩市の２市である。 

 

表 ２．３ 計画対象河川 

計画対象河川 

茨戸川、 

伏籠川、発寒川、創成川、 

丘珠 5 号川、丘珠川、旧琴似川放水路、伏籠古川、新琴似川、

旧琴似川 

航路川、丘珠 2 号川 
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河川流量（3川合計）に占める
下水道放流水量の割合

46%

54%

下水放流水量

それ以外

創成川水再生プラザ

伏古川水再生プラザ

茨戸水再生プラザ

2.3  流量・水質・その他水環境の現況 

2.3.1 河川流量の現況 

（1）茨戸川の主な流入河川の流量 

 茨戸川に流入する主な支川は、創成川、発寒川、伏籠川の三河川があり、いずれも下

部湖盆の上流端付近にて合流している。三河川の流量規模は年平均流量でみると、創成

川が 1.28m3/s、発寒川が 1.06m3/s、伏籠川が 0.96m3/s と概ね同程度の規模である。 

 創成川の中流部には創成川水再生プラザがあり、晴天時汚水量 103,470m3/day のうち

約 73％が創成川に放流されている。これは創成川の年平均流量の 69％にあたり、創成

川の流量に占める下水処理水の割合は高い。 

 また、創成川水再生プラザで高度処理された水（砂ろ過）は一部せせらぎ用水として、

安春川、屯田川、東屯田川、茨戸耕北川に導水されており（冬季は融雪水として利用）、

これらの水路を通して 0.20m3/s が発寒川に合流している（茨戸耕北川は創成川に合流）。

これは発寒川の年平均流量 1.06m3/s の 19％に相当する。 

 伏籠川は水源が伏古川水再生プラザの処理水であり、茨戸川合流手前においては、年

平均流量 0.96m3/s の 47％を下水処理水が占めている。 

 以上のように茨戸川では流入河川の水量のうち下水処理水の占める割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．２ 流入河川流量と下水道処理水 

単位：m3/s

河川名 創成川 発寒川 伏籠川
観測所 創成 発寒 伏籠下流

豊水流量 1.39 1.14 0.99
平水流量 1.15 1.00 0.85
低水流量 0.97 0.88 0.74
渇水流量 0.79 0.76 0.63
平均流量 1.28 1.06 0.96

1991年～2000年の平均値平成 3 年～平成 12 年
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（2）札幌北部地区河川の状況 

 

 茨戸川に流入する北区、東区などの札幌北部地区の河川は、水源をもたないため平常

時の流量が小さく、水が停滞し水環境が悪化している状況が認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丘珠５号川（河川水が停滞している状況） 

 

丘珠川の状況（河川水が停滞している状況） 
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拓北水再生プ ラ ザ
茨戸水再

生プ ラ ザ

創成川水再生プ ラ ザ

伏古川水再生プ ラ ザ

2.3.2 茨戸川及び札幌北部地区河川の水質の現況 

 

（1）類型指定状況 

 茨戸川流域では、茨戸川及び創成川について環境基準が設定されており（S45.5.14

指定（道告示第 1573 号））、類型指定はいずれもＢ類型（ＢＯＤ３mg/L 以下等）であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．３ 茨戸川流域河川の環境基準類型指定状況 
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拓北水再生プ ラ ザ

創成川水再生プ ラ ザ

伏古川水再生プ ラ ザ

茨戸水再生プ ラ ザ

（2）水質の現況 

 茨戸川及び流域河川の現況水質（ＢＯＤ）を下図に示す。同図は、「公共用水域の水

質測定結果（平成 12 年度）」を参考に作成した（上部湖盆は札幌開発建設部による測

定結果）。 

 周辺の石狩川及び豊平川が BOD75％値で２mg/L 以下の水質であるのに比べ、茨戸川及

び発寒川・伏籠川のＢＯＤ濃度は３mg/L を超える値となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．４ 茨戸川及び流域河川の現況水質 
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（3）流入河川の水質経年変化 

（ＢＯＤ） 

創成川 

 創成川は、創成川北 16 条橋ではＢＯＤの環境基準値３mg/L を満足している。茨戸

耕北橋は、創成川水再生プラザ（下水処理場）において晴天時汚水量のほぼ全量が

高度処理されるようになった平成９年度以降、水質が改善され、環境基準値以下ま

で低減した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．５ 流入河川のＢＯＤ濃度（75％値）の変遷【創成川】 

出典：「公共用水域の水質測定結果」 

発寒川 

 発寒川の水質は、下水高度処理水の送水が開始された平成３年前後から改善傾向

にあり、ＢＯＤが３mg/L 近くまで低減している。 

伏籠川 

 伏籠川のＢＯＤは、４mg/L～８mg/L で横ばいである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．６ 流入河川のＢＯＤ濃度（75％値）の変遷【発寒川、伏籠川】 

出典：「公共用水域の水質測定結果」 
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（窒素・リン濃度） 

 窒素・リンは河川の環境基準項目には指定されていないが、富栄養化の要因であり、

茨戸川の水質を評価する上で、重要な項目である。 

総窒素（Ｔ－Ｎ） 

 創成川の窒素濃度は低減傾向にある。発寒川と伏籠川については、概ね横ばい傾

向と見ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．７ 流入河川の総窒素濃度の変遷 

出典：「公共用水域の水質測定結果」「石狩川開発建設部測定結果」 

総リン（Ｔ－Ｐ） 

 各河川のリン濃度は、近年では概ね 0.10 ～ 0.20 mg/L で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．８ 流入河川の総リン濃度の変遷 

出典：「公共用水域の水質測定結果」「石狩川開発建設部測定結果」 
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（4）茨戸川の水質経年変化 

 茨戸川の水質の変遷として、環境基準地点である生振３線（下部湖盆）、樽川合流

前（下部湖盆）、生振８線（中部湖盆）の水質を以下に示す。 

ＢＯＤ７５％値 

 ＢＯＤ75％値の経年変化をみると、生振 3 線は、概ね３mg/l～５mg/l で推移してい

る。また、樽川合流前と生振８線については、昭和 57 年頃に 10mg/l 前後であったも

のが、近年ではやや低減しているものの、環境基準値である３mg/l は依然達成されて

いない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．９   茨戸川のＢＯＤ75％値の変遷 

出典：「公共用水域の水質測定結果」 

総窒素 

 窒素については、各観測所でほぼ横ばいであり、生振３線が概ね５mg/l、樽川合

流前が概ね７mg/l、生振 8 線が３mg/l 程度である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．10  茨戸川の総窒素濃度の変遷 

出典：「公共用水域の水質測定結果」 

S53～H11 にかけて底泥浚渫を実施

S53～H11 にかけて底泥浚渫を実施
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総リン 

 リンについても生振３線が概ね 0.08mg/l、樽川合流前と生振８線が 0.08 ～ 

0.12mg/l 程度で概ね横ばい傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．11 茨戸川の総リン濃度の変遷 

出典：「公共用水域の水質測定結果」 

 

S53～H11 にかけて底泥浚渫を実施
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（5）茨戸川水質の季節変化 

 

ＢＯＤ 

 ＢＯＤ濃度をみると、環境基準点である生振３線、樽川合流前、生振８線のいず

れにおいても、冬季はＢＯＤ濃度が低く、春から秋に高くなる傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．12 茨戸川のＢＯＤ濃度の経月変化 

出典：「公共用水域の水質測定結果」 

 

クロロフィルａ 

 これと同様にクロロフィルａ（植物プランクトンの総量をあらわす指標）は、４

月以降、夏季に高くなっており、10 月、11 月以降低下している。クロロフィルａは、

特に中部湖盆の生振８線で高く 150g/l を超える値が例年発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．13 茨戸川のクロロフィルａ濃度の経月変化 

出典：「公共用水域の水質測定結果」 
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ＳＳ 

 ＳＳ濃度は、クロロフィルａと同様の変動をしており、４月以降に高くなってお

り、10 月、11 月以降低下している。ＳＳ濃度の増加は、植物プランクトンの増殖が

要因である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．14 茨戸川のＳＳ濃度の経月変化 

出典：「公共用水域の水質測定結果」 

 

 

透視度 

 透視度はクロロフィルａの増加時に低下しており、特に生振８線において夏季を

中心に 20cm 程度まで低下している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．15 茨戸川の透視度の経月変化 

出典：「公共用水域の水質測定結果」 



- 15 - 

生振３線

0

5

10

15

20

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月

D
O

(m
g/

L
)

表層（表層0.1m）

中層（1/2水深）

底層（河床から0.5～1.0m）

平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度

樽川合流前

0

5

10

15

20

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月

D
O

(m
g/

L
)

表層（表層0.1m）

中層（1/2水深）

底層（河床から0.5～1.0m）

平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度

生振８線

0

5

10

15

20

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月

D
O

(m
g/

L
)

表層（表層0.1m）

中層（1/2水深）

底層（河床から0.5～1.0m）

平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度

上部湖盆

0

5

10

15

20

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月

D
O

(m
g/

L
)

表層（表層0.1m）

中層（1/2水深）

底層（河床から0.5～1.0m）

平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度

溶存酸素（ＤＯ） 

 溶存酸素濃度は、表層においては比較的高い値を保っているが、春季から夏季に

かけて底層で低くなっており、ほとんどＤＯのない状態となることがある（貧酸素

水隗の形成）。溶存酸素は、魚類等の生物が生息する上で必要不可欠なものである

（水産用水基準ではＤＯ６mg/l 以上が望ましいとされている）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．16  茨戸川のＤＯ濃度の経月変化 

出典：「石狩川開発建設部測定結果」 
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2.3.3 現況汚濁負荷量の状況 

（1）汚濁負荷量の算定方法 

 茨戸川では水質の縦断的な変化が見られることから、流入河川の位置や水質測定地点

を考慮し、まず茨戸川を６区分し、各区分に対応するように流域を６ブロックに分割し

た。次に、各ブロックへの負荷量を下水道整備区域と下水道未整備区域について算定し

た。下水道整備区域からの負荷量は水再生プラザ（下水処理場）等からの放流量や放流

水質から算定した。下水道未整備区域からの負荷量は汚濁源別のフレームを整理し、原

単位を乗じることにより算定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．17 汚濁負荷量の算定フロー 

下水道整備区域 負荷量の算 下水道未整備区域 負荷量の算

（面源フレーム）土地利用状

流域ブロックの分割

下水道未整備区域 汚濁フレームの

下水道整備区域雨天時負荷 

＝合流区域 雨天時越流負荷 

＋分流区域 雨天時負荷 

下水処理場放流負荷＝処理水量×水質 

晴天時負荷（雨水貯留負荷を含む）

（点源フレーム）生活系・事業所系・畜

面源負荷＝面源フレーム×原単位 

点源負荷＝点源フレーム×原単位 
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図２．18 ブロック分割図 

拓北水再生プラザ 

伏古川水再生プラザ

創成川水再生プラザ

茨戸水再生プラザ 
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（2）排出負荷量の算定結果 

 茨戸川では水再生プラザ（下水処理場：雨天時越流負荷を含む）からの負荷が多くを

占めるのが特徴であり、ＣＯＤ排出負荷では全体の約 80％を占める。その他下水道未

整備区域からの負荷では面原系（市街地、水田、畑、林地等）からの負荷が全体の約

15％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．19 各流域ブロックの発生源別排出負荷量（平成 11 年度） 
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茨戸川でのワカサギ釣り風景 茨戸川でのボート練習風景 

茨戸川の漁業利用 

2.3.4  その他水環境の現況 

（1）漁業、親水利用、生物の生息状況など 

①漁業 

 茨戸川では現在、石狩漁業協同組合及

び江別漁業協同組合の内水面漁業権が

設定されている。操業範囲は茨戸川の全

水面に及んでおり、漁業権は観音橋を境

として下流側が石狩漁協、上流側が江別

漁協となっている。 

 

 

 

 

 
 
 
 

②河川空間の利用 

 

 茨戸川は川幅が広く、静水域であることより、レジャーボート（モーターボート・

手漕ぎボート・カヌー・ヨット）の利用が盛んである。また、湖畔での釣りや結氷期

のワカサギ釣りにも盛んに利用されている。 
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茨戸川河畔のハルニレ 

③生物の生息状況 

〔植生〕 

・河畔植生ではヤナギ類が優先しており、

限られた範囲であるがハルニレ・ヤチダ

モ林が見られる。 

・水辺にはヨシの群集が多く見られる。 

 

〔魚類〕 

・茨戸川ではコイ・フナ類、ウグイ類、ハゼ類、ワカサギ、カワヤツメなどの魚種

が一般に見られる。          出典：  「北海道レッドデータブック 2001」 

 （希少種）    イシカリワカサギ、シラウオ 

 （留意種）    イトヨ（降海型）、エゾウグイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔鳥類〕 

・茨戸川周辺では海辺に生息する鳥類が飛来するほか、水鳥、草原性の鳥類も数多

く見られる。 

 （絶滅危惧種）  オジロワシ、オオワシ 

 （絶滅危急種）  チュウヒ、ハヤブサ、オオタカ、ハイタカ、 ミコアイサ 

 （希少種）      オオジシキ、オシドリ、クイナ、トモエガモ 

      出典：「 北海道レッドデータブック 2001」 

〔その他〕 

・ 茨戸川を含む一帯に生息する哺乳類として、キタキツネ、イタチ類、ネズミ類な

どが見られる。 

・ 上部湖盆の南側に位置する福移堤内湿地にはカラカネイトトンボ（準絶滅危惧

種：環境省 2000 年レッドリスト）等の貴重な昆虫類が生息している。 

ワカサギ イトヨ 

シラウオ エゾウグイ 
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（2）利水の状況 

 茨戸川の河川水は工水、上水の利水は無く、農業用水（畑地灌漑用水）として利用さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．20 茨戸川の利水（農業用水）現況図 

出典：「1 級水系水利権調書」（H13.3.31 現在） 

 

（水利権を表記） 

(かんがい) 
5/ 1～5/31  0.0537 
6/ 1～8/31  0.0358 

森揚水機 
(かんがい) 
5/ 1～5/14  0.0092 
5/15～8/31  0.0069 

吉田揚水機 
(かんがい)
5/10～6/10  0.0427
6/11～8/31  0.0372

青木揚水機 
(かんがい)
5/ 1～6/10  0.0919
6/11～8/31  0.0821

吉田第１揚水機
(かんがい)
5/ 1～6/10  0.2590
6/11～8/31  0.2314

南７線揚水機
(かんがい)
5/ 1～6/10  0.0972
6/11～8/31  0.0780

宮前揚水機 

(かんがい) 
5/ 1～6/10  0.0467 
6/11～8/31  0.0374 

日下部揚水機
(かんがい) 
5/ 1～5/31  0.0783 
6/ 1～8/31  0.0627 

菅原揚水機 
(かんがい)
5/ 1～5/31  0.1479
6/ 1～8/31  0.1185

吉田第２揚水機
(かんがい)
5/ 1～5/31  0.0274
6/ 1～8/31  0.0219

佐藤揚水機 
(かんがい)
5/ 1～6/10  0.0332
6/11～8/31  0.0266

平野揚水機 
(かんがい)
5/ 1～6/10  0.1283
6/11～8/31  0.1028

井利元揚水機

(かんがい) 
5/ 1～5/15  0.0538 
5/16～8/31  0.0431 

小野揚水機 
(かんがい) 
5/ 1～5/20  0.0332 
5/21～8/31  0.0266 

森田揚水機 
(かんがい)
5/ 1～5/20  0.0801
5/21～8/31  0.0641

関戸揚水機 
(かんがい)
5/10～5/24  1.928
5/25～8/31  1.184

生振揚水機 
(その他)
4/ 1～5/31  0.0174

わかさぎふ化場

(かんがい) 
5/ 1～5/31  0.0363 
6/ 1～8/31  0.0291 

長縄揚水機 

(かんがい) 
5/ 1～5/31  0.0284 
6/ 1～8/31  0.0228 

塩原揚水機 
(かんがい)
5/ 1～5/15  0.0346
5/16～8/31  0.0277

上谷揚水機 
(かんがい)
5/ 1～5/15  0.0615
5/16～8/31  0.0492

後藤揚水機 
(かんがい)
5/20～6/ 5  0.0194
6/ 6～8/31  0.0155

平川揚水機 
(かんがい)
5/ 1～5/15  0.0347
5/16～8/31  0.0278

岩田揚水機 

(かんがい) 
5/15～6/ 5  0.0628 
6/ 6～8/20  0.0503 

藤井揚水機 
(かんがい)
5/15～6/ 5  0.0310
6/ 6～8/20  0.0248

柳沢揚水機 
(かんがい)
5/ 1～6/30  0.0084
7/ 1～8/31  0.0068

五十嵐揚水機
(かんがい) 
5/10～5/24  0.0101
5/25～8/31  0.0067

横田揚水機 

(かんがい)
5/ 1～5/15  0.0055
5/16～8/31  0.0043

尾田揚水機 

(かんがい)
5/ 1～5/15  0.0083
5/16～8/31  0.0065

尾田揚水機 

(かんがい)
5/ 1～6/10  0.0409
6/11～8/31  0.0328

戎屋揚水機 

(かんがい)
5/ 1～6/10  0.0392
6/11～8/31  0.0314

戎屋揚水機 

(かんがい)
5/ 1～6/10  0.0674
6/11～8/31  0.0540

林揚水機 

(かんがい) 
5/ 1～6/10  0.0784 
6/11～8/31  0.0628 

坂井揚水機 
(かんがい) 
5/ 1～6/10  0.0704
6/11～8/31  0.0564

林揚水機 

(かんがい)
5/ 2～5/15  5.345
5/16～8/25  4.217

北生振揚水機

札幌大橋 

石狩河口橋 

真勲別川

5.0 

2.3 

4.7 

20.2

2.0

14.0 
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2.4 水環境の改善に関する施策の現況 

 計画対象河川及び流域における河川事業、下水道事業及びその他の水環境の改善に関

する施策の現状を示す。 

 

2.4.1 河川事業 

（1）茨戸川の浚渫事業 

 茨戸川では流入河川からの負荷が底泥に蓄積した後、巻き上げ・溶出等により水中へ

回帰し水質へ影響を与えていることなどから浄化対策の一環として、底泥浚渫事業が昭

和 53 年度から開始され、平成 11 年度に終了している。下図に浚渫区間を示した。 

この間、３川合流点付近を中心として下部・中部湖盆が浚渫され、浚渫延長は約 10km、

浚渫土量は約 160 万 m3 である。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２.21 茨戸川の浚渫区間  出典：「石狩川開発建設部資料」 

実施期間：昭和 53 年度～平成 11 年度 

浚渫延長：約 10km 

浚渫土量：約 160 万 m3 
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図２．22 生振８線（中部湖盆）の水質変化 

 上図は浚渫が実施された中部湖盆（生振８線）の水質変化である。平成３年度以降、

中部湖盆のＴ－Ｐ濃度やクロロフィルａ濃度に低下傾向が見られることから、浚渫によ

る一定の水質改善効果はあるものの、茨戸川流域内人口の増加に伴う流入負荷の増大な

どから近年のＢＯＤはほぼ横ばい状態である。 

 

（2）茨戸川低水護岸工事 

 本工事は茨戸川の波浪による河岸洗掘を防止及び植生を復元する方法を採用してい

る。 
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10.6～ 11.0 11.0～ 11.2 11 .2～ 11.3 9 .0～ 9.3 8 .5～ 9.0 8 .1～ 8.5 7 .6～ 8.1 7 .1～ 7.6 11 .4～ 11.7 11 .

下 部 湖 盆 の 浚 渫

H4.4.1 H5 .4 .1 H6.4 .1 H7.4 .1 H8.4 .1 H9.4 .1 H10.4 .1 H11.4 .1 H12 .4 .1

Ｂ ＯＤ(mg/l) ＣＯＤ(mg/l)

H4.4 .1 H5.4 .1 H6.4 .1 H7.4 .1 H8.4 .1 H9.4 .1 H10 .4 .1 H11 .4 .1 H12 .4 .1

T-N NH4-N

H4.4.1 H5.4 .1 H6.4 .1 H7 .4.1 H8 .4.1 H9.4 .1 H10 .4.1 H11 .4.1 H12.4.1

T-P PO4-P

中 部 湖 盆 の 浚 渫 とリン 濃 度 の 低 下 が 連 動 して い る よ うに 見 ら れ る

H4.4 .1 H5 .4 .1 H6 .4.1 H7.4 .1 H8 .4 .1 H9 .4.1 H10.4 .1 H11 .4.1 H12.4.1

ｸﾛﾛﾌｨﾙa

.7～ 12.2 12.2～ 12.8 13 .4～ 14.2 14 .2～ 15.0 15 .0～ 15.2
15 .2～ 15.5
12 .8～ 13.4 15 .5～ 15.7 15.7よ り上 流

中 部 湖 盆 の 浚 渫
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（3）河川環境の整備 

 札幌北部地区の河川において河川改修時等には多自然型川づくりを行うなど親水性や

生物多様性に配慮した整備を進めてきている。 

 

（例）ふるさとの川モデル事業   安春川整備 

【事業の要旨】 

 かつて屯田兵によって開削された安春川は、都市化の進展に伴い枯渇した都市河川

となっていた。そこで、安春川の潤いのある水辺空間の再生のため、「ふるさとの川

モデル事業（昭和 62 年度より建設省）」の認定を受け、下水高度処理水（アメニテ

ィ下水道モデル事業）で復活したせせらぎを利用して、親水広場や水遊び場、低水路

を設け、護岸には自然石を用い、季節感を添える植栽を施した。 

【事業実施区間】 安春川延長 4.7km のうち L=810m（上流区間は下水道緑景観モデル事業にて整備） 

【事業の進捗状況】昭和 63 年度～平成 3 年度で工事完了 

【整備区間の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２．23 安春川の整備状況 

 その他にも東屯田遊水地における水辺環境の整備、伏籠古川流域における屋敷林の保

全や自然復元、篠路川における曲流河川を活かした環境整備と動植物の保全などの河川

環境の整備を行っている。 

 

（4） 水と緑のネットワーク事業 

 札幌市では，「水」と「緑」豊かなネットワークを形成することを目的として，札幌北

部地区において，維持用水の導水による河川のせせらぎ回復などの都市の水循環の復元，
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河川環境の整備等による豊かな河川環境と緑環境の一体的形成及び安全な都市生活のため

の河川空間の活用を進め，市民が親しみ，様々な生物が生息できるような，豊かで清らか

な水辺環境や、身近で緑のあふれる都市環境の創出や水環境の改善を行う「水と緑のネッ

トワーク事業」を進めている。 

 茨戸川清流ルネッサンスⅡでは，この事業によるせせらぎ回復のための導水のうち，概

ね１０年以内の実施を予定するものを位置付ける。（都心部の創成川の環境整備の具体的

内容など、都心部におけるまちづくりに関する施策を除く。） 

 

（5）河川・水路の浚渫等 

 札幌北部地区河川では、河川管理者が必要に応じて河川・水路の浚渫、ヘドロの除去

等を実施し、河道の確保、河川環境の維持に努めてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 26 - 

処理区名 地方 処理面積（ha） 総人口1） 処理人口 水洗化人口

公共 現在1) 現在1) 現在1)

団体名 合流 分流 全体 (人) (人) (人)

伏古川処理区 （札幌市） 1,098 （汚水） 0 （汚水） 1,098 76,200 76,100 75,500

（雨水） 0 （雨水） 1,098 (99.9%) (99.2%)

創成川処理区 （札幌市） 2,064 （汚水） 0 （汚水） 2,064 214,200 214,000 212,500

（雨水） 0 （雨水） 2,064 (99.9%) (99.3%)

茨戸処理区 （札幌市） 1,730 （汚水） 110 （汚水） 1,840 118,500 115,000 114,200

（雨水） 0 （雨水） 1,730 (97.0%) (99.3%)

（石狩市） 0 （汚水） 621 （汚水） 621 23,912 23,772 21,996

（雨水） 521 （雨水） 521 (99.4%) (92.5%)

篠路拓北処理区 （札幌市） 0 （汚水） 390 （汚水） 390 18,000 18,000 17,900

（雨水） 390 （雨水） 390 (100.0%) (99.4%)

手稲処理区 （札幌市） 4,455 （汚水） 583 （汚水） 5,038 345,500 343,600 341,300

（雨水） 582 （雨水） 5,037 (99.5%) (99.3%)

（石狩市） 0 （汚水） 398 （汚水） 398 26,943 26,943 26,326

（雨水） 119 （雨水） 119 (100.0%) (97.7%)

石狩湾新港 （北海道） 0 （汚水） 1,497 （汚水） 1,497 － － －

下水処理区 （雨水） 1,265 （雨水） 1,265

合計 9,347 （汚水） 1,704 （汚水） 11,051 823,255 817,415 809,722

(84.6%) (15.4%) （雨水） 10,959 (99.3%) (99.1%)

「処理人口」欄の（）は、総人口普及率。処理人口/総人口

「水洗化人口」欄の（）は、水洗化率。水洗化人口/処理人口

1) 平成12年度 維持管理年報 札幌市下水道局より。但し、茨戸処理区、手稲処理区については石狩市分を別途追加。

  但し、石狩湾新港下水処理区については、「2002 北海道の下水道 北海道土木協会」より 。人口については記載無し。

の処理区は処理水を茨戸川流域内に放流。

2.4.2 下水道事業 

（1）下水道整備状況 

 茨戸川流域内の下水道区域は、伏古川処理区、創成川処理区、茨戸処理区、拓北処理

区、手稲処理区があり、札幌・石狩両市により整備が進められている。この内、処理水

を流域内に放流しているのは伏古川処理区、創成川処理区、茨戸処理区であり、拓北処

理区、手稲処理区については流域外へ放流されている。 

 下水道事業の本格的始動は、大正 15 年（札幌市下水道条例公布）にさかのぼり当時は

市街地の雨水排除を目的としたものであった。戦後、人口の増加に伴い環境衛生が悪化

し、昭和 32 年に汚水処理も含めた下水道の整備拡張計画が策定された。そして、昭和

45 年には 20％足らずであった処理人口普及率が、昭和 47 年の冬季オリンピックを契機

に積極的に拡張整備が進められ、平成 12 年には約 99％に達している。 

 また、現況の処理面積ベース（汚水：札幌市）では合流区域が約 85％、分流区域が

約 15％となっている。 

表 ２．５ 茨戸川流域内の下水道普及状況（平成 12 年末現在） 
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図 ２．24 下水道整備現況図（平成 12 年度末現在） 

出典：「下水道計画図」「下水道整備現況図」 

凡  例 

 下水道計画区域 

 流域界 

 現況整備区域 

 分流区域 

茨戸水再生プラザ 

拓北水再生プラザ 

伏古川水再生プラザ 

創成川水再生プラザ 



- 28 - 

（2）水質保全対策事業 

 茨戸川流域内の下水道はその放流先が茨戸川に流入する中小河川であり、河川水に占

める処理水の割合が高いこと、また合流式下水道における雨天時・融雪時の越流水等に

よる汚濁物質の排出があることから、高度処理及び合流式下水道の改善により、汚濁負

荷削減を図っていく計画となっており、既に一部を実施している。 

 

①高度処理 

● 創成川水再生プラザでは急速砂ろ過による高度処理が実施されている。砂ろ過施設

は平成 3 年度から運転が開始され、現在は 120 千 m3/日まで処理能力が増強されてお

り、晴天時汚水量のほぼ全量を高度処理している。 

● 茨戸水再生プラザにおいても昭和 55 年以降、凝集剤添加活性汚泥法を導入し処理効

果について調査研究が進められてきた。 

 

表 ２．６ 下水道の高度処理事業の現状 

処理場名 高度処理方式 現状 

創 成 川 水 再生

プラザ 
・急速砂ろ過 ・H3 年度より運転中 

茨 戸 水 再 生プ

ラザ 
・凝集剤添加活性汚泥法など ・S55 年度より運転中 
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②合流式下水道の改善 

●雨天時における汚水の公共用水域への流出抑制の観点から、排除方式は究極的には

分流式が望ましいが、現在の整備状況（85％が合流式）や分流化に向けての諸問題

等から、既定の排除方式を基本とし、「年間に処理区全体から放流される汚濁負荷

量を分流式並みとする」ことを当面の整備目標として改善を図る。 

●具体的には以下ａ）～ｃ）の施設計画にもとづく整備が進められている。 

ａ）雨水処理（遮集）量の増大 

札幌市では、全国的にも高い水準である 3 倍遮集※を既に実施している。 

※3 倍遮集･･･晴天日時間最大水量の３倍の流量までを処理場に流入させ処理すること。 

ｂ）初期雨水の貯留（雨水滞水池、雨水貯留管） 

汚濁負荷の高い初期雨水を貯留し、降雨終了後に高級処理し放流する。平成３年

度から茨戸水再生プラザで雨水滞水池が、平成９年度から創成川処理区に貯留量

46,400m3 の貯留管の運転が開始されている。 

ｃ）雨天時越流水の処理 

雨天時越流水の中で、まず放流負荷の割合が最も大きい簡易処理を改善する。

具体的な方法は検討中である。 

 

表 ２．７ 貯留施設 

施設名 処理区 現状 

創成川貯留管 創成川 ・H9 年度より運転中 

茨戸水再生プラザ 

雨水滞水池 
茨戸 ・H3 年度より運転中 
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2.4.3 流域対策等の事業 

 これまでに茨戸川及び札幌北部地区河川において NPO・民間企業・流域住民や行政

（国・道・市）などが協力し、水環境保全に関わる以下のような取り組みが実施されて

きた。 

 

表 ２．８ 茨戸川流域におけるこれまでの取り組み（事例） 

種

別 対策内容 
これまでの取り組み 

河
川
環
境
の
維
持 

河川清掃活動、 

河川美化運動 

・NPO・民間企業・流域住民による清掃活動を行政機関や市民が協力して積極的

に実施してきた。クリーンアップ茨戸川。 

・住民団体の活動を支援してきた。 

河畔への植栽 
・行政機関や市民が協力して積極的に実施してきた。 

・住民団体の活動を支援してきた。 

河川環境 

モニターの実施 
・「河川環境モニター」（札幌市）を行政機関や市民が協力して実施してきた。

啓 
 

発 
 

活 
 

動 

自然観察会など 

環境学習 

・「自然観察会」などを行政機関や市民が協力して積極的に実施してきた。 

・住民団体の活動を支援してきた。 

・茨戸川たんけん隊、札幌市民レガッタ。 

総合的環境副教

材の配布など 
・小学校の総合的環境副教材の配布などを実施してきた。 

シンポジウムの

開催など 

・シンポジウム・講演会、パネル展、ワークショップなどを実施してきた。 

・活動団体間の連携機会をつくった。 

環境教育のため

の人材派遣 

・「環境保全アドバイザー制度」や「環境教育リーダー制度」（札幌市）を実

施してきた。 

「川の博物館」な

どにおける情報

発信 

・「川の博物館」「下水道科学館」における情報発信を実施してきた。 

広報活動 

・ＰＲ活動 

・ディスポーザーの使用自粛や下水に油を流さないことなど、PR 活動を実施し

てきた。 

・インターネットによる情報発信。 

・リーフレットの作成。 

排
水
対
策 

工場・事業所 

排水対策 
・「北海道条例に基づく上乗せ排水基準」の規制を実施してきた。 

生活排水対策 

（合併処理浄化

槽普及） 

・合併処理浄化槽の普及促進を図ってきた。 
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2.4.4 水環境保全上の課題 

 茨戸川及び流域の水環境上の主な課題点として、「①札幌北部地区河川の流量確保」

と「②茨戸川の水質改善」が挙げられる。 

 

2.4.5 河川流量上の課題 

＜札幌北部地区河川の流量確保＞  

 札幌北部地区河川では固有水源が乏しいため、水の停滞により水環境が悪化しており、

都市内を流れる小河川として地域住民に親しまれる水環境の改善が望まれる。 

 

2.4.6 河川水質上の課題 

＜茨戸川の水質改善＞ 

 環境基準値は、親水活動、水産等の利水、自然環境等の生活環境を保全するうえで維

持することが望ましい基準として設定されているものであるが、茨戸川では環境基準値

Ｂ類型（ＢＯＤ３mg/L 以下）をほとんどの地点で未達成である。これにより以下のよ

うな問題が生じている。 

 

親水性の低下・景観の悪化 

 富栄養化による植物プランクトンの増殖（アオコも発生）が夏季を中心に起こり、

これによる透視度の低下やＳＳ値の上昇が親水性の低下や景観阻害の原因となっ

ている。 

生息環境の悪化 

 茨戸川では、ＢＯＤが魚の自然繁殖の基準３mg/L 以下（水産用水基準）に比較し

て高い、底層のＤＯが夏季を中心に低下するなど、生息環境として必ずしも好まし

い状況ではない。 

 

 茨戸川では上部湖盆、中部湖盆への流入負荷に比較して、三川と茨戸水再生プラザを

主とする下部湖盆への流入負荷が大きく、これら負荷の一部は、潮汐による交換流によ

り中部湖盆や上部湖盆へ供給されている状況にあるが、湖盆形状を成す地形的特徴から

水が停滞しやすいため、河川内で春から秋にかけて、植物プランクトンの増殖（内部生

産）が見られる。茨戸川では総じてクロロフィルａとＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳの間に高い

相関性が認められ、植物プランクトンの増殖が茨戸川の水質汚濁に大きく関わっている。 
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2.4.7 水環境の改善に関する施策上の課題 

①河川事業の課題 

・滞留時間が長く湖沼的な様相を呈する茨戸川は、植物プランクトンの内部生産が

汚濁の一因となっているため、流域からの汚濁削減対策だけでは水質改善が困難

な面があり、滞留改善等による植物プランクトンの増殖抑制策が望まれる。 

・札幌北部地区河川では固有の水源に乏しく、流量が枯渇している河川が多く見ら

れることから、流量の回復による水環境の改善や地域住民に親しまれる河川環境

の創造が望まれる。 

②下水道事業の課題 

・茨戸川流域の下水道整備は水洗化人口がおよそ 99％に達しており高い普及率とな

っている。今後は、合流式下水道区域からの雨天時負荷の削減、高度処理等への

取り組みによる更なる処理水質向上、一部未整備区域の普及促進等により、流域

からの更なる負荷削減が望まれる。 

③流域対策等の事業の課題 

・これまでも水環境に関わる情報発信、水質保全に関わる啓発活動、清掃活動など

の河川環境を維持などが実施されてきたが、今後更に推進していくことが望まれ

る。 

 

2.4.8 流域住民等の要望 

 

・札幌北部地区河川の流量の枯渇等による水環境の悪化が生じていることから、せせら

ぎの復活による親水性向上の要望。 

・茨戸川ではボート・釣りなどの水面利用があること、茨戸川全域において漁業利用が

あることから、水域景観や親水性の向上、生物生息環境の向上の要望。 

・ 茨戸川流域における濁りの流出抑制の要望。 
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2.4.9 水環境保全上の課題のまとめと主な原因の特定 

 

＜札幌北部地区河川＞ 

【背景】 

流域では急速な都市化の進展により人口が増加した。 

【要因と現象】 

 生活排水などにより排出先となる一部の河川の汚濁負荷量が増加したため、下水道

整備が鋭意進められ、汚濁負荷量の削減が図られてきた。その一方で都市化による土

地利用形態の変化などにより、固有流量の水源に乏しいことに加えて平常時の流量が

減少した。 

【課題】 

 平常時の流量の減少により水が停滞し、水環境が悪化している。このため流量の回

復による水環境の向上と市民の親しみやすい河川環境の創出が課題となっている。 

 

＜茨戸川＞ 

【茨戸川の地形的特性】 

茨戸川は地形的特性として湖盆形状を成している。 

【要因と現象】 

 潮汐の影響を受けることもあり水の滞留が起こりやい。水収支上、茨戸川では三川

からの流入水が多くを占め、これらは下部湖盆に流入するため、中部湖盆・上部湖盆

ではとくに水の滞留が起こりやすい状況となっている。 

【課題】 

 これらの要因から茨戸川では夏季を中心に富栄養化による内部生産が河川内で生じ、

これが水質悪化の一因となっている。このため水質改善による水面景観や親水性の向

上、生物の生息環境の向上が課題となっている。 
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＜茨戸川の水理的特徴＞ 

滞留時間が長い 

流域からの栄養塩 
（窒素・リンなど）の供給 

＜内部生産＞ 

植物プランクトンの増殖 

＝

有機物の生産 

水質汚濁 

＝クロロフィルａの上昇 

＝ＢＯＤの上昇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．25 茨戸川の水環境悪化の原因 
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茨戸川では生物の生息環境の向上、積極的な親水利用、美しい水面景観の

保全を図ることができる水環境を目標とする。 

3． 計画の内容 

3.1 緊急的に改善を目指す水環境目標 

3.1.1 目標とする水環境 

＜茨戸川＞ 

茨戸川の各湖盆の利用特性と目標とする水環境は以下のとおりである。 

（上部湖盆） 

 上部湖盆は漁業利用、農業利用の他に、河畔のハルニレ・ヤチダモなどの湿性林

等の豊かな自然が残り、これらを保全し自然観察や環境学習などの場として積極的

に活用できる水環境を目指す。 

（中部湖盆） 

 中部湖盆は漁業利用、農業用水、ボート競技、釣りなど茨戸川の中でも最も多彩

な水利用が望まれる水域であり、札幌圏近郊の身近な水辺として更に積極的な親水

利用を図ることが出来る水環境を目指す。 

（下部湖盆） 

 下部湖盆は漁業利用、農業用水、レジャーボートの航行、ウィンドサーフィンな

どの水面利用が多く、これらの親水活動を快適に行うことが出来る水環境を目指す。 

 

以上のような上部湖盆、中部湖盆、下部湖盆の利用特性を踏まえ以下のような水環

境を目標とする。 

 

 

 

  

＜札幌北部地区河川＞ 

 

 

 

 

札幌北部地区河川では、せせらぎを回復し、豊かで清らかな水辺環境の創

出を行うことにより親水性の向上を図ることができる水環境を目標とす

る。 
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3.1.2 茨戸川の水環境目標 

 茨戸川では生物の生息環境、親水、景観の各目標項目に対して共通に指標性があるこ

とからＢＯＤを目標項目として選定した。 

 

表３．１ 水質保全目標と指標項目 

水質保全目標 
目標となる 

水質項目例 

利水（農業用水） 電導度 
他の項目は現状で特に問題となっていないことから除外 

生物の生息環境 BOD、COD、SS、DO、TN、NH4-N、TP 
他の項目は現状で特に問題となっていないことから除外 

親水性 
（人と自然の豊かな触れ合い） 

BOD、COD、SS、濁度 

良好な河川景観 BOD、COD、SS、濁度、透視度 

内部生産の抑制 BOD、COD、クロロフィル a、TN、TP 

下線の項目…BOD との相関性が認められた項目 
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 茨戸川が目標とする水環境に対応する既往の基準値・指針値は以下のように整理され

る。生物・親水・景観に関するこれらの基準値・指針値を考慮し茨戸川の目標を設定し

た。 

 

表 ３．２ 既往の基準値・指針値 

対象 

水域 

目標 

項目 
水環境目標 既往の基準値・指針値 

基準値

指針値

上
部
湖
盆 

BOD 

生物 

 
（多種多様な生

物の生息･生育

環境の確保） 

◎日本水産資源保護協会「水産用水基準」 

 

自然繁殖の条件 サケ、マス、アユ   2mg/L 以下 

自然繁殖の条件 それ以外           3mg/L 以下 

 

生育の条件     サケ、マス、アユ   3mg/L 以下 

生育の条件      それ以外          5mg/L 以下 

3mg/L

以下 

中
部
湖
盆
・
下
部
湖
盆 

BOD 

親水 

 
（人と自然の豊

かなふれあいの

場の確保） 

◎建設省技術研究会報告「水環境管理に関する研究」 

 

水遊び             中央値 1.7mg/L (0.9～2.4) 

まつり（灯篭流し等）中央値 2.6mg/L (0.5～4.6) 

釣り               中央値 3.6mg/L (0.7～6.5) 

散策、休憩、花火等 中央値 2.8mg/L (0.5～5.1) 

ｳｵｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ         中央値 4.1mg/L (1.3～6.9) 

 

◎建設省高度処理会議 下水処理水の修景･親水利用

水質検討マニュアル（案） 

 

修景用水利用                    10mg/L 以下 

親水利用                         3mg/L 以下 

3mg/L

以下 

BOD 

景観 

 
（良好な河川景

観の確保） 

◎建設省技術研究会報告「水環境管理のための水量、

水質の目標値設定手法」 

50％の人が不満と感じない水質 

水質の評価                        5mg/L 以下 

水の色                            5mg/L 以下 

水の臭い                          6mg/L 以下 

5mg/L

以下 
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茨戸川の現況の水環境特性や水利用特性を考慮し、水域一括の目標値として 

ＢＯＤ３mg/L 以下を目標とした。 

 

表 ３．３ 茨戸川の水質目標 

対象河川 目標項目 目標値 評価地点 

茨戸川 

  上部湖盆 

BOD 3mg/L 以下（75％値） 生振 8 線排水路南側地先 

  
樽川合流前 

生振 3 線北側地先 

茨戸川の水質汚濁の特徴である内部生産に対して指標性があるリンについて、BOD の挙

動とあわせて注視していく。 
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3.1.3 札幌北部地区河川の水環境目標 

 札幌北部地区河川では、せせらぎを回復し、豊かで清らかな水辺環境の創出を行うこ

とにより水環境の改善を図ることができる「流量の確保」を目標とし、河川ごとに以下

のような保全項目と保全内容を設定した。 

 

表 ３．４ 水量の保全項目と保全目標 

保全項目 保全内容 

生 態 系 
「正常流量の手引き（案）」（H4 建設省河川局）による対象魚種のうち，

対象河川は貴重種が生息する小河川であることから，エゾホトケドジョウ

やトゲウオ科の小型魚種が移動できる水深 10 ㎝を確保できる水量。 

景  観 
「正常流量の手引き（案）」により水面幅Ｗと河道幅 B の比 W/B が 0.2 を

越える水量とするが，単断面河川の場合は水深 10 ㎝を確保でき，かつ W/B

が 0.2 以上となる水量。 

防災用水 災害時に生活用水が補給される水量。 

親 水 性 
水辺の散策などの親水活動を目的とした水路に適する水質（BOD３mg/l）に

配慮した水量。 
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2.0ｍ 1.2ｍ

0.1m 0.3ｍ 0.1m 0.3ｍ

丘珠5号川（低々水路)標準断面図 丘珠川（低々水路）標準断面図

6.6m

1.0m

1：2.0

0.1m

航路川標準断面図

8.2m

1.4m

1：2.0

0.1m

丘珠2号川標準断面図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 ３．５ 札幌北部地区河川の目標流量 

河川名 
目標 

項目 

項目 

目標 

流量 

m3/s 

保全 

水質 

BOD 

3mg/L 

生態系 
防災 

用水 
景観 

水質 

BOD 

3mg/L 

以下 

伏 籠 川 親水性 ○ ○ ○ ◎ 0.898 ○ 

丘珠５号川 生態系 ◎ ○   ○ 0.038 ○ 

丘 珠 川 生態系 ◎ ○   ○ 0.036 ○ 

航 路 川 生態系 ◎ ○   ○ 0.028 ○ 

丘珠２号川 生態系 ◎ ○   ○ 0.028 ○ 

旧琴似川放水路 景観 ○ ○ ◎ ○ 0.44 ○ 

伏籠古川 生態系 ◎ ○ ○ ○ 0.21 ○ 

創成川（準用） 生態系 ◎ ○ ○ ○ 1.50 ○ 

創成川（一級指定） 景観   ○ ◎ ○ 1.70 ○ 

新琴似川 景観   ○ ◎ ○ 0.18 ○ 

◎ 目標項目（決定項目） 

○ 対応項目 

 

 



- 41 - 

改善対策 効果 備　　考

汚濁物質の除去 堆積状況に応じて実施
景観の保全

創成川ルート 想定導水量1.5m3/ｓ BOD１～２mg/L改善

（自然流下）

雁来ルート 想定導水量1.0m3/ｓ
札幌北部地区河川、茨戸川
への効果が期待できる

（ポンプ圧送）

石狩川ルート
想定導水量86,400m3/
日（1m3/ｓ）
（自然流下）

導水元河川の維持流量確
保・導水先河川の通年的な
流量維持

今後の（清流ルネッサンス）対策

左記３ルートの導水を実した
場合に、３mg/L以下を概ね
達成

札幌北部地区河川の河道の浚渫等河道の浚渫等

浄化用水（維持用
水）の導水

3.2 当該河川等の目標を達成するための施策内容 

 本計画は、良好な水環境を達成するため、水循環の健全化の視点に立って、関係する

各機関や流域住民が「協働」し、総合的な水質・水量等改善施策を実施する。 

 

3.2.1 河川事業 

 河川事業としては、底泥の浚渫、浄化用水（維持用水）の導水、河川直接浄化や湖内

直接浄化（ウェットランド、礫間接触酸化、浮葉植物浄化、湖岸帯浄化、土壌浄化等）、

湖内曝気等の種々の対策について検討し、ＢＯＤ改善や流量回復について費用と効果、

実現性を総合的に評価し、下表に示す対策を選定した。 

 

表 ３．６ 河川事業における対策 
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①浄化用水（維持用水）の導水 

茨戸川の水質改善及び流況改善並びに札幌北部地区河川の維持用水確保を図るため

以下に示すルートの浄化用水（維持用水）の導水を行うものとし、 導水量は以下の考

え方に基づき設定した。 

 

表 ３．７ 各ルートの導水量の考え方 

①創成川ルート 

豊平川のダム計画において豊平川の低水管理上、創成川への導

水量 1.64m3/s が確保されている。これを前提とし茨戸川の水

質改善と札幌北部地区河川への導水を考慮して創成川ルート

導水量を 1.5m3/s とした。 

②雁来ルート 

豊平川の維持流量を確保することを前提とし、また優先すべき

札幌北部地区河川の必要な導水量を考慮し、導水試験結果をも

とに水質予測モデルを用いて、茨戸川の水質改善効果と併せて

検討した。その結果、1.0m3/s を設定した。 

③石狩川ルート 

①、②と併せて上部湖盆、中部湖盆の水質改善のために必要な

石狩川ルート導水量を、導水試験結果をもとに水質予測モデル

を用いて検証し、日量 86,400m3（1.0m3/s）を設定した。 

 

表 ３．８ 浄化用水（維持用水）の導水 

導水 

ルート 

対象河川 
 

実施 

主体 
位置 導水元 

導水量 

・導水期間 
工 期 

札幌北部 

地区河川 

創成川 

ルート 

創成川 

茨戸川 
国 

札幌市 

別途導水

ルート図

に示す 

豊平川 
1.5m3/s 

5 月～11 月 

H.17～H.19

（H19 導水)
新琴似川 

発寒川 

雁 来 

ルート 

伏籠川 

茨戸川 
国 

札幌市 

別途導水

ルート図

に示す 

豊平川 

1.0m3/s 

（伏籠川で合

流し茨戸川

へ 1.0 m3/s） 

5 月～10 月 

(8h) 

H.22～H.26

（H26 導水）

航路川 

丘珠 2 号川 

丘珠 5 号川 

丘珠川 

伏籠古川 

旧琴似川放水路 

旧琴似川 

 

 

石狩川 

ルート 
－ 茨戸川 国 

別途導水

ルート図

に示す 

石狩川 
86,400m3/日 

6 月～11 月 

H.20～H.21

（H22 導水）
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図３．１ 導水後の茨戸川のイメージ 

 

 

図３．２ 清流ルネッサンスⅡにおける札幌北部地区河川導水ルート 

注）丘珠 5 号川は将来的に現況の河道ルートを変更する計画となっている。 

凡例
導水河川

導水路

創成川ルート導水
雁来ルート導水 

石狩川 

茨戸川 

石狩川ルート導水 

拓北水再生プラザ 

茨戸水再生プラザ 

伏古川水再生プラザ

創成川水再生プラザ 

航路川 

丘珠 2 号川 

伏籠古川 
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【浄化用水（維持用水）の導水における課題点】 
 

創成川ルート及び雁来ルートでは、渇水期など、豊平川流量が著しく減少したと

きには導水量を減じる必要がある。このような場合においても、創成川ルートと雁

来ルートの導水量を相互調節すること等により札幌北部地区河川が枯渇すること

がないよう努めていく。 
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②導水先河川の環境整備や河道の浚渫  

浄化用水の導水が予定されている以下の河川では、河川環境の整備や底泥等の堆

積状況に応じた河道の浚渫等を実施する。 

表 ３．９ 河川環境の整備、河道の浚渫 

導水ルート 対象河川 事業名 実施主体 工 期 

創成川 

ルート 

創成川 
導水施設 国 H17～H18 

創成川の環境整備 札幌市 H17～H19 

新琴似川 新琴似川導水施設整備 札幌市 ― 

創成川、発寒川 

新琴似川 
河道の浚渫等 

国 

道 

札幌市 

― 

雁来 

ルート 

雁来新川 導水施設 国 H22～H25 

伏籠川、航路川、丘珠 5

号川、丘珠川 
雁来川ルート導水施設整備 札幌市 H22～H26 

伏籠川、航路川、丘珠 5

号川、丘珠川、旧琴似川

放水路、伏籠古川 

河道の浚渫等 

国 

道 

札幌市 

― 

石狩川 

ルート 
茨戸川 導水施設 国 H20～H21 
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3.2.2 下水道事業 

茨戸川の流域では下水道普及率が高く、平成 12 年度末現在の水洗化人口普及率は約

99％に達している。清流ルネッサンスⅡでは残る未整備地域の普及を進めるほか、以下

のような合流式下水道の改善や高度処理への取り組みを実施し、流域汚濁負荷の削減を

目指す。 

 

表 ３．10 清流ルネッサンスⅡにおける下水道事業 

処理区 
事業 

主体 
改善対策 清流ルネッサンスⅡでの対策 事業ｽｹｼﾞｭｰﾙ 放流先 

創成川 

処理区 
札幌市 

普及促進 

下水道計画区域内の未整備地区

の整備を行うなど今後も継続し

て普及を図る。 

継続 

創成川 

汚泥処理

の集中化 

汚泥を西部スラッジセンターで

集中処理することで、汚泥処理

返流水による流入汚濁負荷量を

減らすことにより、放流水質の

安定化を図る。 

H16 より 

集中処理開始 

伏古川 

処理区 
札幌市 

普及促進 

下水道計画区域内の未整備地区

の整備を行うなど今後も継続し

て普及を図る。 

継続 

伏籠川 
高度処理 

伏古川水再生プラザにて高度処

理（ステップ流入式硝化脱窒法）

を導入する。 

H18 より全系列

運転開始 

合流改善 
伏古川処理区貯留管（32,000m3）

の新設。 

H15 より 

運転開始 

茨戸 

処理区 

札幌市 

石狩市 

普及促進 

下水道計画区域内の未整備地区

の整備を行うなど今後も継続し

て普及を図る。 

継続 

茨戸川 
高度処理 

茨戸水再生プラザにて運転管理

の工夫や部分的な設備の改造等

により高度処理相当の水質維持

を図る。 

H30 以降 

順次導入予定 

汚 泥 処 理

の集中化 

汚泥を西部スラッジセンターで

集中処理することで、汚泥処理

返流水による流入汚濁負荷量を

減らすことにより、放流水質の

安定化を図る。 

H23 より 

集中処理開始 

屯田 

都市下

水路 

石狩市 清掃 
河道確保のため屯田都市下水路

の底泥除去を行う。 

H14 より 

清掃開始 
茨戸川 
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3.2.3 流域対策等の事業 

 流域対策等の事業として、流域の市町村や地域住民、関連機関等による対策の内容を

以下に示す。これまでに実施されてきた流域の取り組みを今後も積極的に推進していく

ことを基本とし、新たな取り組みも実施していく。 

 

①河川環境の維持 

種別 項目 内容 実施主体 効果 

河川環境

維持 
清掃活動 河岸のゴミ拾い、除草

NPO・民間企業・ 

地域住民、国・道・市
河川景観の向上 

実施例 

        
       創成川の清掃状況               茨戸川の清掃状況 
（創成川ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｷｬﾝﾍﾟｰﾝ：ほくでん）     （河川ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ：石狩市） 

 

種別 項目 内容 実施主体 効果 

河川環境

維持 
植栽 

河畔の植樹 

花壇作り 
地域住民・国・道・市

・河川景観の向上  
・河川への濁質の流入を

少なくする 

実施例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨戸川河畔への植栽風景 

（NPO 法人茨戸川環境市民フォーラム） 

 

その他の事例  

○旧琴似川  大掃除（100 名）  

（篠路地区街づくり促進委員会）

         協力：北海道札幌土現

 

○篠路川クリーンアップ作戦  

         主催：札幌市  
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種別 項目 内容 実施主体 効果 

河川環境

維持 
河川環境モニター 

地域住民による札幌市

管理河川のモニター 
札幌市 

身近な河川に対する住民の

関心を高めるとともに、住民

－行政間の情報交換により

河川管理の助けとなる。 

実施例 

市民の河川に対する関心を高めるとともに、積極的な協力を求めて、河川環境の監視体制を強化する

ことを目的として、平成 5 年度から市民に河川環境モニターを委嘱し、河川環境維持の助けとなって

いる。 

 

 

②啓発活動 

種別 項目 内容 実施主体 効果 

啓発活動 環境学習 自然観察会 等 
地域住民・

国・道・市 

身近な自然の状況を知り、水

環境の保全に対する関心を

高める 

実施例 

 

 
           茨戸川 子供観察会（石狩市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の事例  

○さかなウォッチング  

主催：札幌市

○リバーウォッチング  

主催：札幌市

○茨戸川自然ウォッチング  

主催：石狩市

○こども観察会  

主催：石狩市
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種別 項目 内容 実施主体 効果 

啓発活動 環境教育等

小学校の「総合的な学習の時

間」のための総合的環境副教

材の及び教師用解説書の配布

国・道・市  
小学生が、市民として水環

境の保全のためにできるこ

とを知り実践する。 

実施例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

小学生高学年向け環境

副読本 

「石狩の環境」を各小学

校に配布 

市民も環境学習に使

用している 

（石狩市） 

 

 

 

環境副読本（札幌市）                 

 

種別 項目 内容 実施主体 効果 

啓発活動  環境教育等
環境教育・学習の

ための人材派遣 
国・道・市  

学校・市民の環境教育・学習の助けとな

る。 

実施例 

○「環境保全アドバイザー制度」                                                            

 市民団体，ＮＰＯ，町内会，ＰＴＡ等が主催する環境に関する学習会，観察会等を支援する

ため，市が委嘱した専門家を派遣する。 

○「環境教育リーダー制度」                                                                

 市民の自主的な環境学習を支援するため，「総合的な学習の時間」等の学校の授業やクラブ

活動，市民グループ主催の子どもの自然観察会などに市が委嘱した環境教育リーダーを派遣す

るもの。 

○「環境教育・学習支援」 

 学校での総合的学習を支援するため、環境教育・学習の授業等に使用する教材・資料の提供、

観察会等に職員等を派遣する。 

 

種別 項目 内容 実施主体 効果 

啓発活動  環境教育等
シンポジウム 

講演会の実施 

地域住民・国・道・

市  
川や自然に関する関心や知識を高

め、水環境保全意識を向上する。

実施例 

○『茨戸川の自然環境と水質について』  

     橘 治国（たちばな はるくに）先生 （北海道大学大学院工学研究科）  
（主催：茨戸川市民フォーラム） 

等々 
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種別 項目 内容 実施主体 効果 

啓発 

活動 

広報・PR 活

動 

「川の博物館」 

「下水道科学館」
国・道・市 

河川や下水道の状況を知り、水環

境の保全に対する関心を高める 

実施例 

       
「川の博物館」  （北海道開発局）                      「下水道科学館」  （札幌市） 

石狩川の治水、自然などをパネルやビデオで紹介      下水道の歴史、役割、仕組みなどを紹介 

 

種別 項目 内容 実施主体 効果 

啓発  
活動  

市民への PR 

市民へﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞｰの使用自粛や下水に油を

流さないこと、ｺﾞﾐを道路の溝やますに捨て

ないことなどをﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等で PR している。

国・道・市 

下水道や河川へ

流れ込む汚濁負

荷を軽減する。 

実施例 

●台所から天ぷら油を流さない。ディスポーザーを使用しない。 
 

 

 

 

 

 

 

市民への PR 活動 （札幌市） 

 
 

③工場・事業所排水対策 

種別 項目 内容 実施主体 効果 

工場・事業所  
排水対策  

上 乗 せ 排 水

基準の設定  
「北海道条例に基づ

く上乗せ排水基準」  
道 

事業所の排水濃度を規制する

ことにより、川へ流れ込む汚濁

負荷を軽減する。 

④生活排水対策 

種別 項目 内容 実施主体 効果 

生活排水対策 
合併処理浄

化槽の普及 

公共下水道の整備を行わない区

域では、「合併処理浄化槽設置

費補助事業」等により合併処理

浄化槽の設置費用の一部を補助

し普及を図っている。 

地域住民・市

下水道未整備区域か

ら川へ流れ込む排水

負荷を軽減する。 

 

ディス

ポーザー

下下水水管管内内にに油油やや生生ごごみみがが堆堆積積ししてて，，雨雨がが降降っったた時時にに下下

水水管管かからら川川へへ越越流流ししてて，，川川をを汚汚すす原原因因ににななりりまますす。。  



- 51 - 

表 ３．11 清流ルネッサンスⅡにおける流域対策等の取り組み 

種

別 対策内容 

今後実施していく対策内容 

これまでの取り組みの推進 新たな取り組み等 

河
川
環
境
の
維
持 

河川清掃活動、 

河川美化運動 

・NPO・民間企業・流域住民による清

掃活動を行政機関や市民が協力し

て積極的に実施する。 

・住民団体の活動を支援していく。 

・流域住民に近所の道路側溝の清掃

を積極的に実施していただけるよ

う、啓発活動を実施する。クリー

ンアップ茨戸川。 

河畔への植栽 

・行政機関や市民が協力して積極的に

実施する。 

・住民団体の活動を支援していく。 

・自然再生植樹 

河川環境 

モニターの実施 

・「河川環境モニター」を今後も行政

機関や市民が協力して継続する。 
- 

啓
発
活
動 

自然観察会など 

環境学習 

・「自然観察会」などを行政機関や市

民が協力して積極的に実施する。 

・住民団体の活動を支援していく。 

・札幌北部地区河川において環境学

習の場を確保する。 

・茨戸川たんけん隊 

総合的環境副教

材の配布など 

・小学校の総合的環境副教材の配布な

どを今後も継続する。 
- 

シンポジウムの

開催など 

・シンポジウム・講演会などを今後も

継続して実施する。 

・ばらと川ワークショップ、環境パ

ネル展、活動団体連携ワークショ

ップ 

環境教育のため

の人材派遣 

・「環境保全アドバイザー制度」 や

「環境教育リーダー制度」を今後も

継続して実施する。 

（仮称）環境市民学校を開校し、市

民の環境全般に渡る意識の普及と自

主的に活動する人材を育成する。 

「川の博物館」

などにおける情

報発信 

・「川の博物館」「下水道科学館」

における情報を発信を今後も継続

して実施する。 

・左記の博物館等において清流ルネ

ッサンスⅡの取組みを紹介する手

法を考えていく。 

・札幌駅北口に平成 15 年秋にオープ

ンした「札幌市環境プラザ」を活

用した情報発信を実施している。

広報活動 

・ＰＲ活動 
－ 

・清流ルネッサンスⅡの取組み内容

をニュースレターの配布やホーム

ページの活用等により紹介し、行

動計画の施策等について広く意見

を募集する。 

 

・ディスポーザーの使用自粛や下水に

油を流さないことなど、今後も更な

る PR 活動を続ける。 

・雨水浸透施設の設置促進のＰＲ 

－ 

排
水
対
策 

工場・事業所 

排水対策 

「北海道条例に基づく上乗せ排水基

準」現在の規制を継続する。 
－ 

生活排水対策 

（合併処理浄化

槽普及） 

今後も継続して合併処理浄化槽の普及

促進を図る。 
－ 

 

（3）調査・研究等 

茨戸川及び札幌北部地区河川では次の事項を今後の検討課題としていく。 

・濁りに関する調査研究 

・新技術の適用に関する調査研究 
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導水河川

導水路

自然取水

ポンプアップ

吐口工

分水施設

取水施設

凡例

伏古川水再生プラザ

○合流改善

 伏古川貯留管の新設

○高度処理

 ステップ流入方式硝化脱窒法

創成川水再生プラザ 

○汚泥処理の集中化

茨戸水再生プラザ

○処理方式の改善

○汚泥処理の集中化

石狩川ルート

取水施設

雁来ルート 
取水施設

創成川ルート

取水施設 

（4）水質又は水量改善施設全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３．３ 施策総括図 
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3.3 概算事業費と整備スケジュール 

3.3.1 概算事業費 

本計画に必要な概算事業費 

河 川 事 業 費 ７１億円 

下 水 道 事 業 費 １２６億円 

全 体 事 業 費 １９７億円 

（注）実施主体の財政事情等によって変更となる可能性がある。 

下水道事業費は、平成６年からの関連事業の執行済み分を含む。 

 

3.3.2 計画した施策の整備スケジュール 

各施策の整備スケジュールは次のとおりである。 

表 ３．12 計画した施策の整備スケジュール（その１） 

種

別 

  年次 

事業内容 
実施

主体 
H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

ルート   

河
川
事
業 

創成川 

ルート 

導水施設 国 

          H19.8               

          
導水

開始
              

創成川の

環境整備 

札幌

市 

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
    

 
  

 
                    

新琴似川

導水施設

整備 

                          

                          

河道の浚

渫等 

河川 

管理

者 

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
    

 
  

 
      

 
  

 
  

 
    

石狩川 

ルート 
導水施設 国 

                H22.6         

                
導水

開始 
        

雁来 

ルート 

導水施設 国 
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  H27

 
  

 
  

 
  

 
          導水

導水施設 
札幌

市 

                          

                          

河道の浚

渫等 

河川 

管理

者 

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
    

                          

 

 創成川の環境整備事業に関連する札幌市の「都市再生プロジェクト」に指定された都心

部の創成川通アンダーパス事業（街路事業）は，平成１４年度に事業着手し，平成１６年

度に工事着手，平成２２年度に完成した。 

 石狩川ルートの導水樋門は平成２１年度完成し、平成２２年８月から導水を開始してい

る。雁来ルートは平成２６年度に完成し、平成２７年５月から導水を開始する。 
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表 ３．12 計画した施策の整備スケジュール（その２） 

下水道事

業 
事業主体 改善対策 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備    考 

創 成 川 

処 理 区 
札幌市 

普及促進 
                        

  
                        

汚泥処理 

の集中化 

                        H15.4 共用開

始                         

伏 古 川 

処 理 区 
札幌市 

普及促進 
                        

  
                        

高度処理 
                        H18.4 共用開

始                         

合流改善 
                        H15.4 共用開

始                         

茨   戸 

処 理 区 

札幌市 

石狩市 

普及促進 
                        

  
                        

汚泥処理 

の集中化 

                        
  

                        

 

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目 13年目

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

・河川清掃活動・美化運動

・河畔への植栽

・河川環境モニターの実施

・自然観察会などの環境学習

・総合的環境副教材の配布等

・シンポジウムの開催等

・環境教育のための人材派遣

・「川の博物館」などにおける

情報発信

・広報・PR活動

・工場、事業所排水対策

生活排水対策

実施主体

国

道

札幌市

石狩市

NPO

地域住民等

取り組み内容

取り組み

流

域

対

策

等

種別 年次
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3.4 水質予測 

3.4.1 予測方法 

「下水道による負荷削減」、「浄化用水の導水による滞留改善」による茨戸川の水質

改善効果を予測した。 

茨戸川への必要導水量は、平成１５年度行動計画書策定時の水質予測計算等により設

定され、創成川ルートはその結果より導水量 1.5m3/s を適用した。 

石狩川ルート及び雁来ルートは、茨戸川の水質現象をより詳細に再現評価するために、

茨戸川を縦断方向に４０のブロックに分割した鉛直 2 次元を考慮した流動・基礎水質モ

デルと生態系モデルの二つを合成した水質予測モデルを構築し、将来の水質改善効果

（BOD）を予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水平方向

鉛直方向

流入

流入

実河川

生態系モデル概略

プランクトン

窒素 リン

流入 流出

溶出・巻上げ・沈降

BOD

水理計算
熱計算

物質循環（水質）計算

 

図 3.4 鉛直 2 次元生態系モデルのイメージ 

 

汚濁フレーム及び流入負荷量の検討（将来） 

水質予測モデルの構築・検証 

施策効果（下水道事業・導水）の効果予測計算 

・流域ブロック別フレームの整理 

・汚濁源別負荷量の算定 

・現況再現計算によるモデルの検証 
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BOD75％値（12ヶ月）継続効果

0.0
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上部湖盆 上部全域 生振8線 中部全域

３年目で達成

導
水
な
し

2
0
0
5
年
導
水
時

年
目

上部湖盆上端
172800m3/day
（2m3/sec相当）

上部湖盆上端
86400m3/day
（1m3/sec相当）

２
年
目

３
年
目

１
年
目

２
年
目

３
年
目

B
O

D
7

5
%

値

（
BOD７５％値比較（導水継続）

3.4.2 予測結果 

１）石狩川ルート 

石狩川ルートは上部湖盆での導水実験による導水位置、導水量の水質モデルによる検

証の結果、上部湖盆上端より導水し、８６,４００m３/日（１m3/s）程度の導水により、3

年目で目標値 BOD3mg/L を達成できる見通しとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5 石狩川ルートの水質予測結果 

 

２）雁来ルート 

水質予測計算では、上部湖盆、生振８線、樽川合流前、生振３線の地点ごとに応答は

異なるが、全地点の目標達成には 2.5m3/s（当初）より少ない 1.0m3/s の導水を 10 年間

継続することによって、環境基準達成が可能と予測された。 

 

図 3.6 雁来ルート導水後の水質予測結果 

 

3.5 計画目標年度 

本計画の計画目標年度は、環境基準達成が可能と予測された期間の中間年の概ね平成

30 年度（2018 年度）とする。 

１
年
目



- 57 - 

茨 戸 川 清 流 ル ネ ッ サ ン ス Ⅱ 

河川の水質調査 
環境基準点 
補助点 
(継続的に実施) 

水環境の変化把握（毎年実施）、 
問題点の抽出、新規施策の検討 

清流ルネッサンスⅡの効果 
評価まとめ・総括 

行 政 
（連携） 

地域協議会 
 （毎年実施） 

公   表 

･情報発信・共有化 

･支援体制の強化 

･調査、研究の推進 

施策の進捗状況調査 
（毎年実施） 
・河川事業の進捗 
・下水道事業の進捗 
・流域との取り組みの進捗 

地 域 住 民 ・
NPO 等 

施策進捗による水環境改善 
効果の評価 

導水量の把握 
北 部 地 区 河 川 の
導水量確認 
(導水後に実施) 

水環境把握 

（協働）

3.6 フォローアップ、モニタリング等の計画 

 各施策の進捗状況の把握を行うとともに、浄化用水の導水の効果をモニタリングする

ために導水量及び札幌北部地区河川の水量の確認、従来の環境基準点及び補助点におけ

る水質調査等を行う。 

 各施策の進捗状況及び実施前後の効果については、地域協議会において毎年フォロー

アップし、効果的な推進等のために協議を行う。行動計画の重要な見直し事項が生じた

場合には地域協議会において協議のうえ変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7 モニタリングとフォローアップ計画（フロー図） 
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4． 茨戸川清流ルネッサンスⅡ地域協議会の規約と経緯 

4.1 地域協議会規約 

 

茨戸川清流ルネッサンスⅡ地域協議会 規約 

 

（名称） 

第1条 本会は、「茨戸川清流ルネッサンスⅡ地域協議会」（以下、「協議会」という）

と称する。 

 

（目的） 

第2条 協議会は、河川管理者、下水道管理者、地域住民等で構成し、石狩川水系茨戸川

及び札幌北部地区河川を対象に、目標とする良好な水環境を創造するための第二

期水環境改善緊急行動計画（茨戸川清流ルネッサンスⅡ）（案）の策定を行い、

水環境改善施策を総合的、緊急的かつ重点的に実施することを目的とする。 

 

（協議事項） 

第3条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事項を協議するものとする。 

1. 第二期水環境改善緊急行動計画案(茨戸川清流ルネッサンスⅡ)の策定及び推

進 

2. 流量・水質等の調査及び解析 

3. 水環境改善に関する啓発 

4. 水環境改善事業の効果評価 

5. 水環境改善事業の進捗状況の公表 

6. その他水環境改善の推進を図るために必要な事項 

 

（組織等） 

第4条 協議会は、国土交通省北海道開発局札幌開発建設部が設置する。 

2. 協議会は、学識者、国土交通省北海道開発局、北海道、札幌市、石狩市、関

連町内会、関連する各団体の代表者等で構成する（別表１）。 

3. 委員は国土交通省北海道開発局札幌開発建設部が委嘱する。 

 

（委員長） 

第5条 協議会に委員長をおくこととし、委員の互選によりこれを定める。 

２．委員長は協議会の運営と進行を統括する。 

３．委員長は、委員の中から指名する。 
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４．委員長に事故があった時は、委員長があらかじめ指名するものが職務を代

行する。 

 

（運営等） 

第6条 協議会は、委員長が招集する。 

 

（事務局） 

第7条 協議会の事務局は関連行政機関で構成し、国土交通省北海道開発局札幌開発建設

部に置く。 

 

（雑則） 

第8条 この規約の定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会に諮っ

て定める。 

 

附則（施行期日） 

この規約は平成１４年３月１８日より施行する。 

この規約は平成２１年７月２４日に一部改正し、施行する。 

この規約は平成２３年５月２６日に一部改正し、施行する。 
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別表 1 茨戸川清流ルネッサンスⅡ地域協議会委員 

（第 20 回地域協議会 平成 26 年 11 月 8 日現在） 

区分 氏名 所属（専門分野） 

委員長 渡辺 義公 中央大学研究開発機構 機構教授 

委員 板倉 忠興 北海道大学名誉教授（河川工学） 

〃 加賀屋誠一 室蘭工業大学理事（連携担当）・副学長 

〃 丹羽 祐而 ＮＰＯ法人茨戸川環境市民フォーラム代表理事 

〃 川端俊一郎 創成川ルネサンス世話人（北海商科大学 北海学園 理事） 

〃 大竹  實 札幌市東区連合町内会連絡協議会 会長 

〃 宇野 俊光 札幌市北区連合町内会連絡協議会 会長 

〃 中田  守 石狩市生振連合町内会 会長 

〃 丹野 雅彦 石狩湾漁業協同組合 組合長 

〃 松浦 幸一 江別漁業協同組合 副組合長 

〃 豊福 峰幸 北海道漁業環境保全対策本部 事務局員 

〃 平井 康幸 (独)土木研究所 寒地土木研究所 水環境保全チーム 上席研究員 

〃 岡部 博一 北海道開発局 建設部 河川計画課 課長補佐 

〃 仙石 雅之 北海道開発局 建設部 河川管理課 低潮線保全官 

〃 桝井 正将 札幌開発建設部 河川計画課 課長 

〃 大串 弘哉 札幌開発建設部 札幌河川事務所 所長 

〃 山野 朋子 北海道環境生活部 環境局 環境推進課 主幹（水環境グループ） 

〃 滝田 哲也 北海道建設部 土木局 河川砂防課 主幹（計画グループ） 

〃 高屋 光行 北海道空知総合振興局 札幌建設管理部 事業室 治水課 課長 

〃 善徳 信幸 札幌市環境局 環境都市推進部 環境対策課 課長 

〃 伊藤 隆道 札幌市建設局 下水道河川部 河川事業課 課長 

〃 大平 英人 札幌市建設局 下水道河川部 下水道計画課 課長 

〃 新関 正典 石狩市 環境市民部 環境保全課 課長 

〃 廣長 秀和 石狩市 建設水道部 下水道課 課長 

  地域協議会委員は、地域団体、行政においては移動等により変更はあるが、それぞれ

事務、内容の引継ぎがなされてきた。 
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4.2 地域協議会の経緯 

 

｢第1回協議会は、茨戸川の現況及び現在の問題点について共通
認識を持つことを目的とする。｣

年度 協議目的と概要

第 １ 回 協 議 会（H14年3月18日）

平
成
１
３
年
度

平
成
１
４
年
度

目  

的

協 

議 

概 

要

第1回 協議会では、茨戸川清流ルネッサンスⅡの目的及び協議会
の設立趣旨と位置づけ、今後の検討の進め方について提示した。
茨戸川の現況（自然環境や利用状況等）を整理し、茨戸川の水環
境における問題点を明らかにするとともに、現在実施されている水
質改善施策及び今後の対策（案）を示した。

｢第３回協議会は、茨戸川における水収支・水質機構を把握し、水
環境改善施策の方向性について議論することを目的とする。｣

第 ３ 回 協 議 会（H14年8月23日）

目  

的

協 

議 

概 

要

第３回 協議会は、茨戸川の水収支特性（降水量、河川流量、下水
処理水量等から整理・検討）と水質機構（汚濁負荷源、内部生産機
構等から整理・検討）を科学的に把握した。茨戸川に適用し得る一
般的な水環境改善手法をリストアップし、施策の方向性について協
議した。

｢第４回協議会は、茨戸川及び札幌北部地区河川の水環境目標の
設定を目的とする。｣

第 ４ 回 協 議 会（H14年10月18日）

目  

的

協 

議 

概 

要

第４回 協議会は、第３回協議会における茨戸川及び札幌北部地
区河川の水環境目標について協議した。

｢第５回協議会は、茨戸川における水環境改善施策（案）につ
いて、具体的な内容について協議する。｣

第 ５ 回 協 議 会（H14年11月18日）

目  

的

協
議
概
要

第５回 協議会は、第４回協議会における水環境目標を達成
するための改善施策、事業費の内容について協議した。

｢第７回協議会は、茨戸川清流ルネッサンスⅡ行動計画書
（案）の作成を目的とする。｣

第 ７ 回 協 議 会（H15年３月18日）

目  

的

協
議
概
要

第７回 協議会は、第１回から第６回協議会までの協議結果よ
り｢茨戸川清流ルネッサンスⅡ行動計画書(案）｣の了承を得
た。

「第2回協議会は、茨戸川、札幌北部地区河
川及び下水道を現地視察を行うとともに、意
見交換を行うことを目的とする。」

目  

的

協 

議 

概 

要

第1回協議会の課題と今後の対応、及び現地
視察後の意見について協議した。

第 ２ 回 協 議 会（H14年5月28日）

｢第６回協議会は、茨戸川における水環境改善施策の実施ス
ケジュール、流域対策等について協議する。｣

第 ６ 回 協 議 会（H15年１月27日）

目  

的

協
議
概
要

第６回 協議会は、第５回協議会における協議結果より選定さ
れた水環境改善施策の実施スケジュール、流域対策等につ
いて協議した。
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北部地区河川の濁りに調査報告、河川事業、下水道事業の

進捗状況、創成川ルート進捗報告、流域対策の広報事例、

活動紹介、茨戸川の水質調査報告。

第 ８ 回 協 議 会 （ Ｈ16年 3月 22日 ）

協

議

概

要

アオコ観測、塩分調査、魚類底生動物調査報告、雁来、石

狩川ルートの導水水質調査、石狩川ルート導水箇所検討、

雁来ルート導水量変更の検討。

第 ９ 回 協 議 会 （ Ｈ17年 3月 15日 ）

協

議

概

要

石狩川ルート導水試験実施状況を視察し、意見交換。

第 １０ 回 協 議 会 （ Ｈ17年 8月 12日 ）

協

議

概

要

創成川ルート進捗報告、石狩川ルート導水試験報告で導水

効果確認、今後の啓発活動の方向性の確認。

第 １１ 回 協 議 会 （ Ｈ18年 3月 20日 ）

協

議

概

要

創成川ルート視察後、流域対策のイベントおよびアンケート

結果報告、創成川ルート導水による自浄作用の調査、底泥

浚渫の必要性の検討。

第 １２ 回 協 議 会 （ Ｈ18年 12月 14日 ）

協

議

概

要

創成川ルートの施設整備状況、通水スケジュール確認、石

狩川ルート導水による水質予測の確認、雁来ルートを経済

性、社会的優先性から見直し検討。流域対策関連イベント報

告。

第 １３ 回 協 議 会 （ Ｈ19年 3月 7日 ）

協

議

概

要

創成川ルート導水後の水質報告、石狩川ルートの導水量、

樋門構造の検討、今後の予定確認。雁来ルートの対象河川

とルート変更を検討。流域対策の継続活動と新規活動報

告。

第 １４ 回 協 議 会 （ Ｈ20年 3月 13日 ）

協

議

概

要

創成川ルート導水状況、水質報告から導水効果確認。石狩

川導水樋門工事状況の報告。雁来ルート導水量の変更の

検討。協議会、事務局の設置等に関して規約変更を確認。

第 １５ 回 協 議 会 （ Ｈ21年 7月 24日 ）

協

議

概

要

平

成

１５

年

度

平

成

１６

年

度

平

成

１７

年

度

平

成

１８

年

度

平

成

１９

年

度

平

成

２１

年

度
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創成川ルート導水の効果把握、石狩川ルートの導水試験運

用状況と導水影響把握、流域対策の確認、事業工程変更の

確認。雁来ルートの導水量、導水期間の検討。

第 １６ 回 協 議 会 （ Ｈ23年 5月 26日 ）

協

議

概

要

茨戸川の上中部湖盆での導水効果を確認。創成川と石狩川

ルートの導水状況の報告、雁来ルートの工事年次計画報告、

平成23年出水と流域政策関連活動の報告、事業評価のた

め調査計画を検討。

第 １７ 回 協 議 会 （ Ｈ24年 3月 27日 ）

協

議

概

要

茨戸川の水質状況報告（上部湖盆ではほぼ目標達成）流域

対策関連の活動報告。事業評価のため費用便益算出を検

討。水交換収支から効果確認。

第 １８ 回 協 議 会 （ Ｈ25年 3月 7日 ）

協

議

概

要

茨戸川の水質・生物現況、創成川、石狩川各ルート導水後

の水質を報告。魚類調査結果から事業の効果確認。雁来

ルートの完成時期、流域対策について報告。事業の評価、

今後の進め方について検討。

第 １９ 回 協 議 会 （ Ｈ26年 3月 7日 ）

協

議

概

要

第 ２０ 回 協 議 会 （ Ｈ26年 11月 8日 ）

協

議

概

要

とりまとめと今後の地域協議会の在り方検討。（雁来ルート

通水）

平

成

２３

年

度

平

成

２４

年

度

平

成

２５

年

度

平

成

２６

年

度

 

 


